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研究成果の概要（和文）：　廻船ルート沿いの町家、4地域を調査し次の3点が明らかとなった。１）４地域全て
で、垂木造り、出し桁造り、登り梁造りの４つが捉えられた。富山県の2地域では登り梁造りの割合が特に高
く、福井県三国では出し桁造りの合計が他の地域に比べ高い割合が確認できた。２）４地域全てで、屋根形状が
平入りの町家が最も多い。富山県の２地域はほとんどの町家が平入り、石川県黒島は平入りの他に妻入り、入母
屋の町家もみられた。福井県三国では三国町特有の、かぐら建てが確認できた。３）４地域全てで、腕木間隔
1820mmの町家の割合が最も高く、岩瀬では他の3地域ではみられなかった610～830mmの腕木間隔の町家が確認で
きた。

研究成果の概要（英文）：　The survey of townhouses along the shipping routes in four areas revealed 
the following three points: (1) In all four areas, four types of construction were identified: 
rafter, protruding girder, and climbing-beam construction. 2) In all four regions, machiya with flat
 roofs were the most common type of townhouse. In Kuroshima, Ishikawa Prefecture, there were some 
townhouses with gabled or gabled roofs as well as those with flat roofs. 3) In all four areas, the 
highest percentage of townhouses with an armrest spacing of 1820 mm was found in Iwase, where 
townhouses with an armrest spacing of 610 to 830 mm, which were not found in the other three areas, 
were observed.

研究分野：町家
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　廻船ルートに関連する文化と歴史の調査で、福井県三国ではかぐら建てという屋根形状がみとめられた。調査
地の滑川・岩瀬・黒島では平入り・妻入り・入母屋・寄棟をみることはできたが、かぐら建ては三国の特徴と言
えた。軒先の屋根形状では、滑川・岩瀬の地域では登り梁造りが多数を占めていた。黒島は過半を垂木造りで構
成されていた。特に三国では、垂木造り・せがい造り・登り張り造りなど、多様な構法で町並みが構成されてい
た。新潟・富山・石川・福井という地域の中で、福井県三国町は各地域が混存された地域性があるという事が分
かった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
新潟地域の信濃川・阿賀野川流域沿いの町家を調査した。特に、外観構成・軒先廻りのデイテ
ールで地域ごとの違いがあることが分かった。そこで、その違いを数値で表しどの地域とどの地
域が類似しているのか、等々、その違いを明らかにするべく研究がスタートした。 
 
 
 
２．研究の目的 
 新潟の他、富山・石川・福井の各地域も新潟県内同様にそれぞれの軒先構法の違いがあること
が分かった。それを、廻船ルートで栄えた町家ごとに調査分析し、屋根形状やデイテールの共通
点や違いを捉えることを目的としている。 
 
 
 
３．研究の方法 
 廻船ルートで栄えた、滑川(富山)、岩瀬（富山）、黒島（石川）、三国（福井）の町家のヒアリ
ング調査、屋根形状の目視調査、軒先廻りの実測調査などを行った。 
 
 
 
４．研究成果 
 
◆調査地域の町家の外観特性 
 ４地域の屋根形状は平入り、妻入り、入母屋、寄棟、か ぐら建て（図４）、軒先構法は垂
木造り、出し桁造り（柱出し、 梁出し）、登り梁造りによって街並みが形成されている（図 
２、図３）。また、腕木間隔は 610 〜 1820mm、垂木間隔は 130 〜 455mm の範囲でみ
られた。本章では軒先構法、屋根 形状、腕木間隔、垂木間隔、垂木断面寸法の調査を行っ
た 4 地域で比較し分析を行う。 

 

 
◆軒先構法 
富山県の滑川、岩瀬は、登り梁造り
の割合がそれぞれ 46.3%、48.6% で
最も高い。黒島、三国では無し（軒先
が  隠れている町家）がそれぞれ 
33.9%、22.3%、黒島は垂木 造りが 
46.4%、三国も垂木造りが 38.4% で
あった。出し桁 造り（柱出し、梁出
し）は、三国で、柱出し 20.5%、梁出 し 11.6%、合計 32.1% であった（図５）。富山県内



の２地 域では登り梁造りの割合が高く、三国は他の地域に比べ、 出し桁造りの割合が高か
った。 

 
 
◆屋根形状 
４地域全てで平入りが最も多くみら
れた。滑川では 100%、岩瀬では 94.3% 
でほとんどの町家が平入りであっ た。
一方黒島では、平入り 48.2%、妻入り 
16.7%、入母屋 28.6% で他の屋根形状
も確認できた。三国は平入り 62.5%、 
かぐら建て 24.1% であった（図６）。
富山県内の２地域は 屋根形状が平入
りの町家で街並みが形成されている
が、黒 島では、平入りの町家に加え、妻入りや入母屋の町家、三 国では、平入りと三国町
特有の屋根形状であるかぐら建て でそれぞれ街並みが形成されていた。 

 
 
◆腕木間隔 
腕 木 間 隔 を、610 〜 830mm、

910mm 、 1050 〜  1620mm 、 
1820mm、その他、不明の６つに分類し
た。その他は、複数 の腕木間隔がある
町家で、不明は軒先が隠れており確認で 
きなかった町家である。腕木間隔 
1820mm の割合は、滑川 で 83.3%、岩
瀬で  40%、黒島で  81.8%、三国で 
40.9% と全 ての地域で最も高い。岩瀬
のみ、610 〜 830mm の腕木間隔 が確認できた（図７）。滑川と黒島は、腕木間隔 1820mm 
が 80% 以上を占めているのに対して、岩瀬は 610 〜 1820mm の範囲の腕木間隔とその
他（複数の腕木間隔を持つ町家）、 三国は 910 〜 1820mm の範囲の腕木間隔とその他が
一定数 みられ、岩瀬と三国はさまざまな腕木間隔の町家があるこ とがわかった。 

 
◆垂木間隔 
垂 木 間 隔 を、130 〜 206.3mm、

214.1 〜  273mm、303 〜  364mm、
379.2 〜 455mm、その他の５つに分類
した。その 他は４つの数値の範囲外の町
家である。垂木間隔 214.1 〜 273mm 
は滑川で 57.5%、岩瀬で 61.9%、黒島で 
54.2%、三国 で 25.3% であり、滑川、
岩瀬、黒島の 3 地域で割合が高い。 三
国では垂木間隔 130 〜 206.3mm が 52.9%、黒島は垂木間 隔 379.2 〜 455mm が 
29.2% であった（図８）。黒島は、他 の地域よりも垂木間隔が広く、三国は他の３地域に
比べ垂 木間隔が狭い町家の割合が高いことがわかった。 

 
◆垂木断面寸法 
垂木断面寸法を、（30 × 45・33 × 45 〜 

33 × 54・36 × 45 〜 36 × 60mm）、（45 
× 45 〜 45 × 54mm）、（45 × 60 〜 45 
× 65mm）、（54 × 54 〜 54 × 75 ・60 × 
45 〜 60 × 75・ 65 × 75・75 × 45 〜 
75 × 90mm）、その他、無しの６つに 分
類し、その他は４つの分類の範囲外、無
しは確認できな かった町家として分析
した。垂木断面寸法 54 × 54 〜 54 × 
75 ・60 × 45 〜 60 × 75・65 × 75・75 × 45 〜 75 × 90mm は滑川で 62.5%、岩瀬で 71.4%、
黒島で 83.3%、三国 は垂木断面寸法 45 × 60 〜 45 × 65mm が 71.3% でそれぞれ 最も
割合が高い（図９）。滑川、岩瀬、黒島は垂木間隔 54 × 54 〜 54 × 75 ・60 × 45 〜 60 × 
75・65 × 75・75 × 45 〜 75 × 90mm が主流だが、三国は 45 × 60-45 × 65mm が主 流で
あり、三国だけ垂木断面寸法が小さいことがわかった。 
◆まとめ 
 廻船ルート沿いの町家、4地域を調査し次の 3点が明らかとなった。１）４地域全てで、垂木



造り、出し桁造り、登り梁造りの４つが捉えられた。富山県の 2地域では登り梁造りの割合が特
に高く、福井県三国では出し桁造りの合計が他の地域に比べ高い割合が確認できた。２）４地域
全てで、屋根形状が平入りの町家が最も多い。富山県の２地域はほとんどの町家が平入り、石川
県黒島は平入りの他に妻入り、入母屋の町家もみられた。福井県三国では三国町特有の、かぐら
建てが確認できた。３）４地域全てで、腕木間隔 1820mm の町家の割合が最も高く、岩瀬では他
の 3地域ではみられなかった 610～830mm の腕木間隔の町家が確認できた。 
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